言語文化学 Vol.10　編集後記 by 高岡, 幸一
Title 言語文化学 Vol.10　編集後記
Author(s) 高岡, 幸一



















あったものが vol.9では 285ページとなり今回 vol.10では雑誌のサイズも B5版
となり 320ページと大きくなった。
編集の段階では、例年と同じく助手の皆さんや絹集委員の教官および院生
諸氏のご努力を結集し、さらに査読を依頼した各教官の方々のご配慮を得て発
刊へと辿り着いた。ただ、ここまでに至る何回かの編集委員会の席上でも各段
階で色々と議論が出たことではあるが、年々投稿希望者数の増加にともない、
レフリー制における評価基準をも含め、編集方針規定の詳細な点を再考慮する
必要性も生じつつある。本年度は「言語文化学会」の大会とも呼応して OBの
院生も交えて同窓会の発足会が開催され、さらに多数の学会員の投稿も今後予
測されうる。諸規定の整備もさることながら、学会誌を名実ともに高質なもの
へと飛躍させるターニング・ポイントでもある。
過去 10年間の間に院生諸氏の研究分野も様々に変化し、多様化した面も
ある。時代の流れという要因も考えられる。そこで今どこかで一度立ち止まっ
て「われわれの言う言語文化学」とは何か、みんなで考えてみるのも一案かも
知れない。そのような場にこの「言語文化学会」が、パネルディスカッション
なり、機関誌特集号なりの形でも、協力できればと思う。（高岡幸一）
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